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見積書

2005年のマイナーチェンジで、「クーパーS」に6速ATが追加され、足回りも、ばねや
ダンパーの設定が比較的柔らかめの「ワン」に対して、「クーパー」は前後ともスタビ

ライザーを装備し、ばね定数とダンパー減衰力を高めた「スポーツサスペンション」を

標準で装備している。

「クーパーS」はさらに径の太いスタビライザーと、硬めダンパーを持った「スポーツ
サスペンションプラス」を標準装備している。

エンジンはBMWとクライスラーとの合弁会社で、ブラジルに拠点を置くトライテック
によって製造される直列4気筒1.6Lの、通称「トライテック・エンジン」（または「ペ
ンタゴン・エンジン」とも呼ばれる）が搭載される。

90psの標準的な「ワン」と、エンジン制御プログラミングの変更により116psに出力を
高めたハイパワーバージョンの「クーパー」、そしてスーパーチャージャーを装着

し163ps（マイナーチェンジ後170ps）を絞り出す「クーパーS」が用意されている。
特にスーパーチャージャーを装着した1.6Lエンジンは、「1.4Lから1.8L」のエンジンカ
テゴリーにおいて「インターナショナル・エンジン・オブ・ザ・イヤー for 2003」と
「テン・ベスト・エンジン2005」 を受賞している。
 





リコール

入庫してから、１週間でリコールの連絡・・・。

 

 
車名 ＢＭＷ 通称名  ＭＩＮＩ Ｃｏｏｐｅｒ Ｓ、ＭＩＮＩ Ｃｏｏｐｅｒ Ｓコンバーチ
ブル ２車種 型式 ＧＨ－ＲＥ16、ＧＨ－ＲＨ16  ２型式  輸入期間 平成16年12月07日〜
平成17年06月11日 対象台数 853台 、不具合の部位 電気装置(配線) 不具合の状況 エンジ
ンルーム内の電気配線の取り回しが不適切なため、トランスミッションマウントに当該

配線が干渉するものがある。

そのため、そのままの状態で使用を続けると、原動機の振動等により配線が損傷し、短

絡をしてヒューズが溶断し、最悪の場合、原動機が停止し再始動不能となるおそれが

ある。

改善の内容 全車両、配線の取り回しを変更する。



2005/07/30 慣らし運転(一泊二日　1,100km)

 
エアロパーツの塗装で、遅れていた入庫が2005年7月14日に決まり、納車が7月29日なり
慣らし運転を30日にする事に決めました。
慣らし運転のついでに、温泉に寄りながら2日間で1,000ｋｍの走行距離で予定を組みま
した。

一日目は、東名高速道路・名神高速道路・北陸自動車道路を経由して上越市から国道18
号から国道405号線で切明温泉まで617ｋｍの予定で走ります。
 



 

切明温泉は、長野県下水内郡栄村にある秘境の温泉で、切明温泉 を流れる中津川の左

岸には、河原に温泉が湧出していて、自分で河床を掘り天然の露天風呂を楽しむことが

でき、湧出温度が50℃を超えるため、川の水を引き込み適温にしてから入浴します。
 

　

（切明温泉に行く途中の国道405号）

 
国道405号線のガソリンスタンドは秋山郷全体で一軒しか無いです。国道405号線が終わ
って雑魚川林道に入ると、さすが秘境の温泉に行く道、ほとんどは全面舗装されていま

すが、車一台分の道幅で狭い箇所が数多く、ガードレールが無い場所もあって通行注意

です。

予定より1時間遅れで切明リバーサドハウスに到着しました。
 



 
 （公衆トイレの壁に設置されている案内看板）

 
この吊り橋を渡って左に下りた河原沿いの一帯が温泉で、河原に降りてみると湯気が

上がっています。

 

　

（手掘り温泉に行く吊り橋）　　　　　　（河原から湯気が！）

 
川原の手掘り温泉に行くには、駐車場から吊り橋を渡ってすぐに左側へ降りていくと河

原に出ますので、その辺りに前の人が掘った所をちょっと手直しする程度で入れるかと

思います。

ちなみに最初から掘ろうとすれば、半日はかかるものと覚悟した方が良いと思います。

 



　

（切明リバーサイドハウス）

 
翌朝、残りの400ｋｍは、ほとんどが国道を走るので朝食を済ませて即出発！
昨日の走った国道405号線を戻って、国道117号線で上越自動車道・豊田飯山インターか
ら松本インターまで走って、国道158号線、国道361号線で日和田高原に行き、国道153
号線から国道257号線で帰路に着きました。
日和田高原には、のびやかに続く道路脇2キロに及ぶ白樺林が続き、白樺林の背後に御
嶽山と乗鞍岳が、そびえる風景は高原というイメージにぴったりです。

（交通アクセス）

 



　

（道路脇2ｋｍの白樺林）

 

（日和田高原・白樺林）



LED　ランプの取り付け

LED ランプの電源は色々と考えたが、キーONでLED ランプが点灯し、キーOFFで消灯
が理想で、ヒューズが飛んだ時に走行に支障が無い室内照明類から電源を取る事にした

。

 

 
配線図が手に入らず、どのカプラーが室内照明類のカプラーか解らないので、一つ一つ

カプラーを外して通電状況調べる。

 



 
セレクターレバーのポジションランプがキーONで点灯し、キーOFFで数分後に自動消
灯するのでこの線に決める。

 



 
室内照明類のカプラーから配線をたどって、自分で作った簡易テスターでセレクター

レバーのポジションランプを探し、ヒューズBOXの中にあるポジションランプの配線
にワンタッチカプラーを取り付ける、キーONで点灯し、キーOFFで数分後に自動消灯
。

 



 
 



走行中にエンジン警告灯が点灯

高速道路を１２０Km/hで、走行中にエンジン警告灯が点灯！
スピードが落ち、エンジンを吹かしても回転数は上がらない、エンジンが止まる前

にニュートラルに入れ惰性で走り、路肩に停止して取説を見るとエンジンの故障か排気

ガス値の異常とあった。

エンジンを切ると【再始動が出来ないのでは】と頭を横切るが不安定なエンジン回転

では、いつエンジンが止まるかは判らないからイチかバチかエンジンを切る。

数分後にエンジンを掛けると、エンジン警告灯の点灯は消えて家に着くまで異常は無く

、エンジン警告灯は点灯しなかった。

数日後、再び走行中にエンジン警告灯が点灯！前回と同じ様に車を停めエンジンを切り

、数分後エンジン再始動し、そのままディーラーに向かう。

コンピーターの履歴を調べて、CO²センサーの故障と診断され、エンジンが冷えた１時
間後にCO²センサーを交換。
保証期間のクレームとして処理をし、センサーと工賃は無料。



2006/07/09 12ヶ月法定点検

入庫から１年目の法定１年定期点検料(\15,750)と定期交換部品のオイルフィルターエレ
メントとロングライフ01は無料。
　　





2007/09/09 黒部ダム（富山県中新川郡立山町）

 
自宅から片道、約350ｋｍ時間に余裕を持って片道約6時間の日帰り旅行に行く事にしま
した。

東名高速自動車道から中央高速自動車道を経由し、長野自動車道・安曇野インターで

降り、国道147号線(千国街道・糸魚川街道)から県道45号線の扇沢駅まで大町アルペン
ラインは良く整備された、高速のワインディング道路です。

 

　

（大町アルペンライン）

 
立山に向かいジワリジワリと標高を上げて行き扇沢総合案内センターに午前9時過ぎに

到着しました。

無料駐車場に、まだ余裕があって車を停める事が出来ました。

 



　　

（扇沢駅駐車場）

 

　

　　　　　　　　　　　（扇沢駅）　　　　　　　　　　(改札を待つ列)

 
駅は、大きなターミナルビルで切符売り場、路線バスの乗り場が1階、改札口・待合室
・食堂・売店などが2階、トロリーバスの乗り場が3階となって、標高が高くなればなる
ほど、弁当や食事の値段が倍々ゲームで高くなってゆきます。

構内は外国人の団体で混雑し、広東語や北京語が飛び交って、日本人の観光客の方が少

ない感じがします。

関電トンネルトロリーバス片道1,500円を購入して改札の長い列に並びました。

 



 

　

　　　(関電トンネルトロリーバス乗車券)　　　　（発車前のトロリーバス）

 
トンネル内でのすれ違い！トロリーバスは何台も連なっているので、すれ違う時は、先

頭の車両と、対向車線の一番後ろの車両の、確認札の受け渡しがあります！

 

　

(トンネル内のすれ違い)

 



黒部ダムの発着所はトンネルの中にあります。

トロリーバスを降りて７〜８分ほど歩いてトンネルを抜けると、そこは黒部ダムです。

 

　

　　　　　(トンネルの出口)

 
出てすぐ右側が売店・休憩所、左に進むとこの慰霊碑があります。このダムを建造す

るにあたって犠牲になった方は１７１人。

(殉職者慰霊碑)

 
人の流れに沿って黒部ダム堰堤(えんてい)を歩いていると黒部ダムの中心の案内看板

があって、看板から真下から覗くと観光放水の水しぶきが飛んできます。



　

(黒部ダムの中心)

 
放水を真上から見ても白い水の壁と高さ186ｍの谷底が見えるだけ、写真を撮っても何
だか分からない・・・。

 

(真上からの見た放水)

 

　

（端からの見た放水）

 



 目線を黒部湖に向けると赤牛岳が見えます。
 

 
(黒部湖畔から見た赤牛岳)

 
ダムの堰堤を歩いて、トンネルを行くと分岐点があり、右は関係者ケーブルカーに乗る

観光客は、左に進むと、黒部湖駅の入り口が見えてきました。

 

　　

(黒部湖畔駅構内)

 
もちろん、ここでも観光客の列です。

乗車券を購入すると整理券では無く、次に乗る順番の券を配られ、この番号でケーブ

ルカー案内されるのです。

66番の整理券を貰ったが、かなり時間があります・・・。
構内をブラブラすると、蕎麦屋さんがあるので軽く食事を捕りました。

 



(白海老のかき揚げ蕎麦)

つゆは、やや濃い目で蕎麦は地元の安曇野の蕎麦かな？結構な歯ごたえとコシを感じま

すし、量も結構あります。

蕎麦を食べ終わっても、まだ出発の時間には早い・・・。

 

　

　　　　　(黒部ケーブルカー)　　　　　　（整理券案内モニター）

 
傾斜に合わせた車体に乗り、到着したのは黒部平駅です。

駅から出ると目の前に立山連邦の壮大な景観を楽しむことができます。

 

　



　　　　　　　　　　　　　（黒部平）

 
乗り物の待ち時間が長く、予定よりの時間が掛かってしまったので、帰りの時間を考え

ると立山ロープウェイは諦めるしかないです。

立山の景観を楽しんでから帰路に着きました。

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 


